
「子 育て支援」を十分に行っていると言えるのか「子育て支援」を十分に行っていると言えるのか            
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梶谷よしひら後援 会事務所 

発 行 責 任 者  梶 谷 佳 平 

令和 6 年 3 月議会 一般質問 

問 1 

産
業
支
援
に
つ
い
て 

令
和
６
年
４
月
の
雲
南
圏
域
の
有

効
求
人
倍
率
は
、県
東
部
で
も
上
位
で

あ
り
人
手
不
足
で
悩
ん
で
い
る
企
業

は
多
い
。本
市
の
人
手
不
足
対
応
に
つ

い
て
伺
う
。 

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
紹
介
の
た
め
、
ふ

る
さ
と
島
根
定
住
財
団
と
の
連
携

に
つ
い
て 

回
答 

産
業
観
光
部
長 

奥
井
英
孝 

 

年
度
当
初
に
事
業
内
容
等
の
情
報

交
換
を
実
施
。
逐
次
、
担
当
者
と
就
職

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。令
和
５
年

度
は
、
製
造
業
を
中
心
に
７
名
紹
介

し
、
そ
の
内
６
名
を
採
用
決
定
。
＂
ジ

ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね＂
で
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
希
望
者
と
企
業
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
実
施
し
て
い
る
。 

『
小
学
６
年
生
の
障
が
い
児
を
松
江

の
学
校
へ
通
学
さ
せ
る
た
め
、
紹
介
を

受
け
た
雲
南
市
内
の
支
援
事
業
所
に

相
談
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最

終
的
に
「
松
江
市
の
福
祉
支
援
担
当

者
」
が
松
江
市
の
中
学
校
入
学
・
バ
ス

通
学
等
の
支
援
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

本
来
、
雲
南
市
住
民
で
あ
れ
ば
雲
南
市

の
福
祉
支
援
担
当
者
が
対
応
す
る
の

が
一
般
的
だ
と
思
う
』
※
こ
の
ご
意
見

を
ふ
ま
え
、
議
会
で
質
問
を
行
い
ま
し

た
。 市

は
、
各
事
業
所
の
業
務
を
ど
の

程
度
把
握
し
て
い
る
の
か
。
任
せ

っ
き
り
で
は
な
い
か
。 

回
答 

健
康
福
祉
部
長 

糸
原
幸
子 

 

委
託
業
務
の
実
施
状
況
は
、毎
月
事

績
報
告
を
市
に
提
出
し
て
い
た
だ
き

確
認
し
て
い
る
。福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用

の
た
め
の
計
画
相
談
は
、事
業
所
が
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
際
の
写
し

を
提
出
い
た
だ
き
、相
談
内
容
を
確
認

し
て
い
る
。
市
と
相
談
事
業
所
と
は
、

毎
月
１
回
全
事
業
所
が
参
加
す
る
連

絡
会
議
を
開
催
し
、事
例
検
討
や
研
修

も
実
施
し
て
い
る
。問
題
が
発
生
し
た

場
合
、基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
が
対

応
、そ
れ
で
も
上
手
く
行
か
な
い
場
合

は
市
が
対
応
す
る
。 

当
市
の
近
畿
ふ
る
さ
と
会
・
東
京

ふ
る
さ
と
会
で
知
り
合
っ
た
人
脈

と
の
連
携
に
つ
い
て 

回
答 

産
業
観
光
部
長 

奥
井
英
孝 

 

会
員
同
士
の
親
睦
と
本
市
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
結
成
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
が
、人
材
確
保
面
で

の
連
携
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
。 

問 2 

子
育
て
支
援
に
つ
い
て 

勢
が
低
い
が
、
こ
の
受
入
れ
態
勢

で
「
子
育
て
支
援
」
を
十
分
に
行
っ

て
い
る
と
言
え
る
の
か
。 

回
答 

こ
ど
も
政
策
局
長 

石
飛
和
宏 

 

令
和
６
年
６
月
１
日
現
在
、
幼
稚

園
、
保
育
園
等
の
教
育
・
保
育
施
設
入

所
申
込
希
望
者
は
、基
本
的
に
は
全
て

入
所
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後
、
年
度

途
中
の
申
込
に
つ
い
て
は
、市
全
体
で

確
保
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。 

 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、市
内
各
児

童
ク
ラ
ブ
の
新
築
・
改
修
を
行
い
な
が

ら
受
け
入
れ
態
勢
の
拡
大
を
進
め
て

い
る
が
、全
て
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
き

れ
て
な
い
現
状
で
あ
り
対
応
策
の
検

討
を
進
め
て
い
る
。 

問 3 

障
が
い
児
支
援
に
つ
い
て 

※
今
回
、保
護
者
の
方
か
ら
次
の
様
な

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

※
市
へ
の
要
望 

 

保
護
者
の
苦
情
か
ら
す
る
と
、
市
と

相
談
事
業
所
と
の
情
報
共
有
が
出
来

て
い
な
い
と
感
じ
た
の
で
、
市
に
対
し

て
情
報
共
有
ス
キ
ー
ム
の
見
直
し
を

要
望
し
た
。 

障
が
い
児
支
援
制
度
の
新
設
提
案

に
つ
い
て 

使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、通
所
事

業
所
と
協
定
を
締
結
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
も
、福
祉
避
難
所
と
し
て
活

用
で
き
る
施
設
と
考
え
て
い
る
の
で

協
力
い
た
だ
け
る
と
こ
ろ
と
は
協
定

を
結
び
た
い
。 

子
供
た
ち
の
安
全
確
保
策
と
、
全

学
年
の
バ
ス
送
迎
に
つ
い
て 

回
答 

教
育
長 

小
田
川
徹
哉 

 

小
中
学
生
全
員
に
ク
マ
鈴
を
貸
与

し
、ク
マ
の
習
性
に
応
じ
た
安
全
確
保

策
を
と
っ
て
い
る
。 

          

状
況
に
よ
り
、集
団
下
校
や
教
職
員
に

よ
る
通
学
路
の
安
全
確
認
を
行
う
場

合
が
あ
る
。保
護
者
の
送
迎
協
力
を
お

願
い
す
る
こ
と
も
あ
る
。 

 

全
学
年
の
送
迎
は
、
バ
ス
の
増
設
・

増
便
が
必
要
な
た
め
現
実
的
に
は
困

難
。 

幼
稚
園
・
保
育
園
の
入
所
可
能
状

況
で
０
～
２
歳
児
の
受
け
入
れ
態 

ア
)県
が
対
象
と
し
て
い
な
い
放
課
後

等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
通
所
支
援
の
新
設
。 

イ
)
障
が
い
児
を
預
か
る
・
災
害
時
の

避
難
場
所
・
宿
泊
が
出
来
る
、
放
課
後

等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
設
置
支
援
。 

回
答 

健
康
福
祉
部
長 

糸
原
幸
子 

ア
)放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
係
る

移
動
手
段
に
つ
い
て
は
、「
給
付
サ
ー

ビ
ス
」の
一
環
と
し
て
事
業
者
が
行
っ

て
い
る
の
で
そ
れ
を
利
用
い
た
だ
き

た
い
。通
学
奨
励
費
は
通
学
支
援
で
あ

り
、自
宅
か
ら
学
校
ま
で
の
距
離
に
応

じ
た
額
を
上
限
と
し
て
支
援
し
て
お

り
、
そ
れ
以
外
は
対
応
で
き
な
い
。 

 

イ
)
障
が
い
者
・
障
が
い
児
の
通
所
事

業
所
の
一
部
を
福
祉
避
難
所
と
し
て 

 

問 4 

通
学
支
援
に
つ
い
て 

雲
南
市
内
で
ク
マ
が
頻
繁
に
出
没

す
る
。子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る
た

め
の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。 

クマ鈴を付けたランドセル 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1. 市民バス運行事業【拡充】 

補正額 1,508 万円（その他７４５万円、一般財源７６２万
円）/補正後予算 1 億 8,450 万円 
内容：一畑バス大東線が廃止された後も利用者の移動手段を確
保するため、代替え交通として雲南市民バスを大東から松江乃
木駅まで運行する経費です。 

2. 定額減税調整臨時給付金【拡充】 

補正額 1,970 万円（国県 1,970 万円）/補正後予算 3 億
5,117 万円 
内容：国民負担を緩和する一時的な措置として、令和 6 年分所
得税 3 万円、令和 6 年度分個人住民税 1 万円の減税が実施さ
れることに伴い、減税しきれないと見込まれる方へ差額分の調
整給付を行うものです。 

3. 森林整備・木材利用促進等事業【拡充】 

補正額 1,075 万円（一般財源 1,075 万円）/補正後予算 
6,180 万円 
内容：島根県森林ＧＩＳに機能追加した林地台帳システム（平
成 30 年度整備）の改修を図るものです。 

4. 水田園芸拠点づくり事業費補助金【新規】 

補正額 2,377 万円（国県 1,202 万円、一般財源 1,175 万
円）/補正後予算 2,377 万円 
内容：新規就農者及び大規模農業経営者より、水田園芸拠点形
成に必要な施設等の整備意向があり、島根県の事業も活用しな
がら農家の支援を行う費用です。 

5. 中小事業者等物価高騰対応支援事業【新規】 

補正額 2,030 万円（国県 2,030 万円）/補正後予算 
2,030 万円 
内容：物価高騰の中、事業者が実施する売上・利益確保、生産
性向上事業の経費の一部を補助します。補助率は、市内事業取
引 2/3、市外事業取引 1/3：上限 20 万円/者、70 万円/団
体。 

6. 道の駅さくらの里きすき活性化整備事業【新規】：令

和 7 年開設予定 

補正額 6,143 万円（緊急防災・減債事業債 5,877 万円、過
疎債 253 万円、一般財源 13 万円） 
/補正後予算 6,143 万円 
内容：道の駅「さくらの里きすき」と「掛合の里」が防災拠点
自動車駐車場に指定され、災害時に防災拠点として雲南市民の
利用が制限されることとなった。その為、「さくらの里きす
き」の隣接地に駐車場・公園を整備することとした。（隣接地
買収：0.92 ㏊（5,828 万円）、産直施設改修等（253 万円） 

7. 多久和六重線道路施設災害復旧事業【新規】 

補正額 1 億⒍100 万円（国県 1 億 672 万円、地方債
5,420 万円、一般財源 8 万円） 
/補正後予算 1 億⒍100 万円 
内容：令和 5 年 5 月被災した市道多久和六重線の道路施設災害
復旧事業費です。令和 8 年度までの３ヶ年事業で、総事業費は
１５億円を予定しています。 

8. 小中学校緊急校務支援員配置事業【拡充】 

補正額 712 万円（国県 712 万円） /補正後予算 1,260
万円 
内容：令和 6 年度教員が欠員の学校に緊急校務支援員（教員免
許不保持者）を配置します。 
配置校は、大東小、西小、加茂小、寺領小、三刀屋小、掛合
小、木次中、三刀屋中です。 

9. コミュニティ助成事業【新規】 

補正額 400 万円（宝くじ事業 400 万円）/補正後予算 
400 万円 
内容：宝くじの社会貢献広報事業費を活用し、阿用地区防災委
員会が整備する防災備品等や加茂まちづくり協議会・吉田地区
振興協議会が各１台ずつ導入する除雪機の助成費用です。 

10. 障がい福祉サービス事業所施設整備補助金【新規】 

補正額 937 万円（過疎債 930 万円、一般財源 7 万円） /補
正後予算 937 万円 
内容：就労継続支援Ｂ型事業所施設整備にかかる補助金です。 

 

２０２０年初登庁時から議員全員にタブレットが配布され、「今後ペーパーレスに向かいます」
と言われ続けてきましたが、いよいよ２０２４年６月議会より「ペーパーレス」がスタート、
資料配布は全て無くなりました。 
 
今まで資料の厚さは２０～30 センチ程度。重さは 10kg 前後あったような気がします。 
その議会資料を作成する執行部の皆さんの手間や気苦労は、想像以上のものがあったと思いま
す。更に、印刷費もかなりの額になったと思いますが、これからは削減が期待できます。 
 
私自身も、一般質問のペーパーレス化を図りタブレットに収納し行いました。タブレットなら
画面上で文字の拡縮ができ、意外と読みやすかったですが、初めてのことであり若干の不安も
ありました。これからは頑張ってペーパーレスで行こうと思います。 

雲南市議会議員 梶谷 佳平 

 

主な補正予算 
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